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きずな 校長 齊 藤 進

いのちのバトン
校 長 齊 藤 進

命とはなにか。私たち一人ひとりには命を授けてくれた親やご先祖様がいます。いったいどれくら

いの祖先から命を受け継いできたのでしょうか。つぎの図をご覧ください。３０才で子どもを産んだ

と仮定しましょう。（ ）は祖先の人数

390年前 徳川家康 ○ ○ (8,192) 810年前 源頼朝･義経 ○ ○

(134,217,728)

120年前 明治維新 ○ ○ (16) 630年前 足利義満 ○ ○

60年前 太平洋戦争 ○ ○ ( 8) (1,048,576)
30年前 ○ ○ ( 4)

父 母 ( 2) 420年前 織田信長 ○ ○

いま 私 (16,384)

何と８１０年前の鎌倉時代にさかのぼると１億３千万人以上の祖先から命を受け継いできたことが

わかります。途中、一人でも祖先が存在しなかったならば、今の私はいないのです。私たちの命はた

くさんの命を受け継いできています。私たちの命がなければ命は途絶えてしまいます。

なぜ命が大切なのか。

それはこれから命を授けられ、この世に生まれることを待ち望んでいる子どもたちがいるからです。

今の自分の命は未来の子どもたちの命でもあることを忘れてはいけません。ですから命を大切にし

なければならないのです。

自分の番 ニ十代前ではなんと百万人を越すんです

父と母で２人 過去無量のいのちのバトンを受け継いで

父と母の親で４人 いまここに自分の番を生きている

そのまた親で８人 それがあなたのいのちです

こうしてかぞえていくと それがわたしのいのちです

十代前で１０２０人 相田みつを

３年生

５月２７日(月)から２９日(水)までの２泊

３日、３年生は京都・奈良方面への修学旅行

に出かけました。出発前から事前学習や実行委員会・係などの打ち

合わせを重ね、万全の状態で出発しました。その甲斐があり、３日

目にわずかに雨がぱらつくまでも、天候にも恵まれ素晴らしい成果

を上げることができました。

今回の修学旅行は、１日目に京都での班行動、２日目に午前中は

京都タクシー班行動、午後から奈良

へ入り奈良公園班行動、そして３日

目がバスで移動しながら薬師寺・法

隆寺の見学、新大阪から東京に帰る

という、通常多く行われるコースとは逆回りのコース

でした。そのため、見学地も比較的すいており、ゆっくりと、ま

た十分に見学することができました(奈良公園だけは、やはり混

雑していました)。

１日目の班行動では、各班が時間をかけて事前に計画をしたコ

ースを交通機関を上手に利用しながら回りました。特に人気が高

く、多くの班が訪れたのは三十三間堂。１００１体の千手観音像は圧巻でした。通し

矢の廊下も、風神・雷神像も見学できました。また、夜は宿舎の近くにある護王神社

に出かけ、雅楽の演奏による舞楽と舞妓さんの京舞を鑑賞しました。すっかり京都の

雰囲気に酔いしれました。

２日目のタクシー行動では、周辺部の見学をした班が多く、

その中でもなんと言っても金閣寺。美しいその姿に改めて感動

しました。午後から奈良に入り、奈良公園・東大寺大仏殿を見

学し、ここでもその大きさに圧倒されました。また、鹿せんべ

いを手にたくさんの鹿に囲まれて、可愛いやら怖いやら、大騒

ぎでした。

３日目はバス移動。修学旅行中は班での行動が多い中、最後の

１日はクラス単位での移動です。クラスが一緒で疲れ

も忘れて盛り上がりました。薬師寺のお坊さんのお話

が印象に残りました。法隆寺のエンタシスの柱も夢違

い観音・玉虫厨子もしっかり見学できました。

３年生は、この３日間を通し、自ら考え適切に行動

することができました。また「そうだ、最高の旅に出

よう」というスローガン通り、思い出に残る素晴らし

い修学旅行にすることができました。

修学旅行

舞楽と京舞

班行動中の一コマ

二条城 清水寺

鹿に囲まれて

奈良公園

３日目 薬師寺三重の等をバックに



ＪＲＣ活動の一環

５月２５日(土)は、学校公開

日でした。この日の１・２校時

にあたる時間帯に地域清掃を行いました。地域清掃は本

校が全校加盟しているＪＲＣ(青少年赤十字)活動の一環

として、昨年度から本格的に取り組んでいるものです。

全校生徒が地域に出て、ゴミ拾いなどの清掃活動を行い

ました。

出発式では、ＪＲＣ委員長が「街をきれいにしましょ

う」と呼びかけ、出発しました。１年生は南千住七丁目、２年生は五丁目、３年生は

六丁目を中心に行いました。南千住の街はきれいに保たれていますが、目につきにく

い道路の植え込みの中やちょっとした物陰にはゴミがたくさん落ち

ていました。特に目立ったのがタバコの吸い殻と空き缶・ペットボ

トルなどでした。中には空き缶の中に吸い殻が入っていて捨てられ

ているものもありました。中に虫が大量に入り込んでいるものなど

もあり、きれいに洗うのも一苦労でした。最後に全校生徒が拾った

ゴミをＪＲＣ委員が中心になりまとめると、大きなゴミ袋がいくつ

もいっぱいになりました。

地域清掃には保護者の皆様にもご参加・ご協力をいただきまし

た。また、地域の皆様にも温かいお声かけをいただいたり、一緒に

清掃活動をしていただきました。ありがとうございました。

運動会が近づいています。今年度は、修学旅行や天王祭の日程と

の関係で６月の開催になりました。今年は梅雨入りが早く、天候が

心配されますが、実行委員会も組織され、また、各クラスで各種目

の選手決めもされるなど、順調に準備が進んでいます。

体育の授業では、ラジオ体操や全級リレーなどの練習、さらに学年の練習も始

まっています。また、吹奏楽部は当日演奏予定の｢校歌｣の練習に連日、熱心に取

り組んでいます。今年も趣向を凝らした学年種目も考えられています。どうぞお

楽しみに。

《第２５回運動会》

日 時 平成２５年６月１５日(土) ９：００開会式

雨天の場合は６月１８日(月)に延期

場 所 南千住二中グラウンド

地域清掃

小さなゴミもみんなで拾う

植え込みの中もきれいに

運動会に向けて

ラジオ体操の練習

春季大会が終わりました。早い部活動は３年生最後の公式

大会である夏季大会(選手権大会)が始まっています。

バレーボール部

【男子】(荒川五中との合同チーム)東京都春季大会出場 ５／１９(日)

１回戦でシードチームと対戦し、惜しくも敗退しました。

陸上競技部

地域別陸上競技大会出場 ５／２５(土)、２６(日)

残念ながら上位入賞者はありませんでしたが、健闘しました。

サッカー部

荒川・台東・中央ブロック夏季大会出場 ６／１(土)

１回戦０－１で惜敗しました。３年生はこれで一線を退きます。

５月２５日(土)授業公開終了後、本校アリーナで「部活動

保護者会」を実施しました。始めに全体会を行い、本校の部

活動指導について説明しました。その中で、昨年度立ち上げた「レスキュー部」の発

足についても説明しました。６月３日に入部届を配布し、入部希望者は１１日(火)ま

でに提出となります。

全体会の後は、各部に分かれて懇談会を行いました。たくさんの保護者の皆様のご

参加、ありがとうございました。

部活動の活躍

部活動保護者会

を実施しました
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協力；

NPO法人
千住すみだ川

南千住マイスターのコーナー


